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1. 「【【中川・綾瀬川流域（埼玉県版）】調整池容量計算システム」の概要 

1.1 はじめに 

中川・綾瀬川流域では、昭和 40 年代後半から流域南部を中心に急速に都市化が進み、

保水・遊水機能の減少に伴う、洪水流出量の増大により河川沿いの低地での浸水被害が頻

発するようになりました。 

このため、中川・綾瀬川流域は、「総合治水特定河川」の指定を受けて昭和 55 年に「中

川・綾瀬川総合治水対策協議会」が発足し、河道改修、調節池整備等の治水対策だけでな

く降雨流出量を抑制する雨水貯留浸透施設の設置による流域対策、並びに様々なソフト対

策が実施されてきました。 

しかし、近年、気候変動に伴う洪水被害の激甚化・頻発化に鑑み、流域全体で洪水被害

を軽減させるため、流域のあらゆる関係者の協働による「流域治水」という新たな治水対

策の考え方が生まれました。 

流域治水として、令和 3年 11 月 1日に全面施行された流域治水関連法の中核をなすのが

『特定都市河川浸水被害対策法』です。特定都市河川浸水被害対策法に基づき、ハード整備

の加速に加え、国・都道府県・市町村・企業等のあらゆる関係者の協働による水害リスクを

踏まえたまちづくり・住まいづくりを進めるとともに、流域における貯留・浸透機能の向上

を図ることとしています。 

中川・綾瀬川流域は令和 6年 3月 29 日に特定都市河川流域に指定され、令和 7年 7月よ

り「雨水浸透阻害行為の許可」が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法的枠組みを活用した「流域治水」の本格的実践 

出典：国土交通省HP「流域治水の推進」

流域水害対策計画に位置付けられたメ
ニューについて、整備を加速する。

河川改修などのハード整備

流域で雨水を貯留・浸透させ、水害リスクを
減らすため、官民による雨水貯留浸透施設
の設置を促進する。

雨水貯留浸透施設の整備

浸水被害が頻発し、住民等の生命・身
体に著しい危害が生じるおそれのある
土地を指定できる。

浸水被害防止区域の指定

洪水・雨水を一時的に貯留する機能を
有する農地等を指定できる。

貯留機能保全区域の指定

田畑等の土地が開発され、雨水が地下
に浸透せず河川に直接流出することに
より水害リスクが高まることがないよう、
一定規模以上の開発について、貯留・
浸透対策を義務付ける。

雨水浸透阻害行為の許可
100㎥以上の防災調整池を
保全調整池として指定できる。

保全調整池の指定
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1.2 本シートでできること 

雨水浸透阻害行為の許可に必要な対策量は、特定都市河川浸水被害対策法第 30 条の規定

に従い行為前後の土地利用に伴う面積とその流出係数の変化により算定される対策と、他法

令等に基づくこれまでの開発指導により求められる対策を比較して、大きな雨水流出抑制量

を必要対策量として設定することにしています。 

 

 

＜中川・綾瀬川流域水害対策計画より引用＞ 

 

中川・綾瀬川流域水害対策計画 第 7章・第 2節より引用 
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              中川・綾瀬川流域水害対策計画 第 7章・第 2節より引用 

 

本計算シートでできることは以下の通りです。 

・雨水浸透阻害行為の許可に必要な対策量の計算 

・雨水浸透阻害行為の許可に必要な施設の形状（貯留や浸透を考慮した施設容量・放流

口の形状・排水施設）の計算 

・事前相談のための様式出力 

・雨水浸透阻害行為許可申請のための様式出力 
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1.3 本シートの利用環境 

本シートは Microsoft Excel を利用しています。 

必要対策量の算定や設計した施設が許可基準を満たしているかの判断に Excel マクロを

利用していますので、マクロのセキュリティレベルを「中」に設定する必要があります。 

 

※セキュリティレベルを「高」に設定している場合は、マクロが実行できないため、結果

が作成されません。本システムの検討においては、セキュリティレベルを「中」に設定

し、検討後には、セキュリティレベルを「高」に戻すように注意してください。 

 

Excel2020 の場合 ① Excel を起動する。 

② 「ファイル」を選択する。 

③ 「オプション」を選択する。 

④ 「トラストセンター」を選択し、「トラストセンターの設定」ボタンを押下

する。 

⑤ 「マクロの設定」を選択する。 

⑥ 「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」を選択し、「OK」ボタンを

押下する。 

Excel2010、 

2013 の場合 

① Excel を起動する。 

② 「ファイル」を選択する。 

③ 「オプション」を選択する。 

④ 「セキュリティセンター」を選択し、「セキュリティセンターの設定」ボタ

ンを押下する。 

⑤ 「マクロの設定」を選択する。 

⑥ 「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」を選択し、「OK」ボタンを

押下する。 

Excel2007 の場合 ① 「開発」タブの「コード」で、「マクロのセキュリティ」を選択する。 

※「開発タブが表示されていない場合は、Microsoft Office ボタンを押下

し、「Excel のオプション」を選択する。次に、「基本設定」カテゴリの

「Excel の使用に関する基本オプション」で「開発タブをリボンに表示す

る」をオンにする。 

② 「マクロの設定」カテゴリの「マクロの設定」で、「警告を表示してすべて

のマクロを無効にする」を選択する。 

Excel2003 の場合 ① 「オプション」ダイアログボックスを表示する。 

「ツール」を選択し、「オプション」を選択する。 

② 「セキュリティ」ダイアログボックスを表示する。 

「セキュリティ」タブを選択し、「マクロのセキュリティ」を選択する。 

③ セキュリティレベルを変更する。 

「セキュリティレベル」タブを選択する。次に、「中 コンピュータに損害

を与える可能性があるマクロを実行する前に警告します。」を選択し、

「OK」ボタンを押下する。 

 

ファイルを起動した際に、画面上部に以下の警告が出る場合、「コンテンツの有効化」ボ

タンを押下してください。 
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2. 操作方法 

2.1 計算フロー 

「【中川・綾瀬川流域（埼玉県版）】調整池容量計算システム」の計算フローを以下に示し

ます。 

事前相談のための「事前相談入力シート」で雨水浸透阻害行為に係る土地利用面積の記入

から「事前相談チェックシート」を用いた必要対策量の概算までの前段と、その後に実際に

施工する施設が許可基準を満たすか計算する「コントロールシート」にわかれます。 

また、計算に用いた土地利用面積や対策量等は申請様式にも同時に記入されます。なお、

申請様式において申請者が直接記入する必要がある箇所や実際の申請の流れ・手続きについ

ては、許可申請ガイドや審査マニュアルを参考にしていただきます。 

 

 
 

図 2-1 本シート活用フロー（事前相談まで）

事前相談入力シートの記入

必要対策量の概算

事前相談入力シートシート

・行為前後の土地利用別面積の集計入力内容

事前相談チェックシートシート

・都市計画法に基づく開発行為面積
・行為区域が位置するブロック
・調整池深さ
・対策の対象とならない控除面積
・その他法令等で設定されている許容比流量及
び許容放流量
・湛水区域における必要対策量
・接続先との協議結果

入力内容

・必要対策量の概算計算実施

事前相談の実施

事前相談書シート

・相談日時
・事業区域の名称
・事業の計画内容
・事業主等の住所・氏名
・代理人の住所・氏名（必要に応じて）
※詳細な必要資料等は許可申請ガイドを参照

入力内容
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浸透能力の計算

比浸透量シート

浸透施設の
・設計水頭
・施設幅
・施設直径
・施設延長

入力内容

・比浸透量自動計算

浸透施設の設定

施設諸元（浸透）シート

・比浸透量(前段で計算)
・飽和透水係数
・設置数量
・影響係数
・体積・空隙

入力内容

浸透施設の調節計算

コントロールシート（浸透施設のみ）シート

・浸透施設の選択（オプションボタン）入力内容

・対策後に許容放流量以下であることの確認結果判定

図【2-1(2) 本シート活用フロー（浸透施設のみで対策する場合） 図【2-1(3) 本シート活用フロー（貯留施設で対策する場合） 

オリフィスによる自然調節、浸透併用可 

浸透施設のみで対策する場合 貯留施設で対策する場合（オリフィスによる自然調節、浸透併用可） 

浸透能力の計算

比浸透量シート

浸透施設の
・設計水頭
・施設幅
・施設直径
・施設延長

入力内容

・比浸透量自動計算

浸透施設の設定

施設諸元（浸透）シート

・比浸透量(前段で計算)
・飽和透水係数
・設置数量
・影響係数
・体積・空隙

入力内容

貯留施設の調節計算

コントロールシート（貯留＋浸透）シート

・浸透施設の選択（オプションボタン）入力内容

・浸透施設を見込んだ貯留容量の確認
・対策後に許容放流量以下であることの確認

結果判定

貯留施設の設定

施設諸元（自然調節）シート

・放流口の形状
・放流口の管底位置
・貯留施設のＨ－Ｖ

入力内容

※浸透施設を併用しない場合は空欄
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図【2-1(4) 本シート活用フロー（貯留施設で対策する場合） 

2 段オリフィスによる自然調節、浸透併用可 

図【2-1(5) 本シート活用フロー（貯留施設で対策する場合） 

ポンプ排水による調節、浸透併用可 

貯留施設で対策する場合（2段オリフィスによる自然調節、浸透併用可） 貯留施設で対策する場合（ポンプ排水、浸透併用可） 

浸透能力の計算

比浸透量シート

浸透施設の
・設計水頭
・施設幅
・施設直径
・施設延長

入力内容

・比浸透量自動計算

浸透施設の設定

施設諸元（浸透）シート

・比浸透量(前段で計算)
・飽和透水係数
・設置数量
・影響係数
・体積・空隙

入力内容

貯留施設の調節計算

コントロールシート（貯留＋浸透）シート

・浸透施設の選択（オプションボタン）入力内容

・浸透施設を見込んだ貯留容量の確認
・対策後に許容放流量以下であることの確認

結果判定

貯留施設の設定

施設諸元（自然調節_2段）シート

・放流口の形状（上段・下段）
・放流口の管底位置
・貯留施設のＨ－Ｖ

入力内容

※浸透施設を併用しない場合は空欄

浸透能力の計算

比浸透量シート

浸透施設の
・設計水頭
・施設幅
・施設直径
・施設延長

入力内容

・比浸透量自動計算

浸透施設の設定

施設諸元（浸透）シート

・比浸透量(前段で計算)
・飽和透水係数
・設置数量
・影響係数
・体積・空隙

入力内容

貯留施設の調節計算

コントロールシート（貯留＋浸透）シート

・浸透施設の選択（オプションボタン）入力内容

・浸透施設を見込んだ貯留容量の確認
・対策後に許容放流量以下であることの確認

結果判定

貯留施設の設定

施設諸元（ポンプ）シート

・放流口の形状（上段・下段）
・放流口の管底位置
・貯留施設のＨ－Ｖ

入力内容

※浸透施設を併用しない場合は空欄
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2.2 シートメニューの説明 

 

 

表 2-1(1) 「雨水浸透阻害行為許可申請様式計算シート」各シートの概要 

シート名 概  要 

表紙 表紙。 

判別法 土地利用形態を判別する際の目安・定義等。 

事前相談入力シート 開発前後の土地利用毎の面積を入力します。 

事前相談チェックシート 開発前後の土地利用の変化、対象地域、総合治水対策としての必要対
策量・許容放流量及び調整池深さより、許可に必要な対策量及び申請
先を表示します。 

事前相談書 雨水浸透阻害行為許可事前相談書。 

コントロールシート（浸透
施設のみ） 

設定した浸透施設の数量、浸透能力、空隙貯留量を入力することによ
り、浸透施設のみで対策した場合の調整計算を行い、設定した施設で
許可基準を満たしているかチェックします。 
※④（浸透のみ） 

コントロールシート（貯留
＋浸透） 

設定した貯留施設の形状（H-V）、放流口の位置・形状、排水施設の規
模(ポンプ排水の場合)から調節計算を行い、設定した施設許可基準を
満たしているかチェックします。 
また、浸透施設を併用する場合には、浸透量を考慮した必要貯留量の
計算を行います。 
※ ①（自然調節＋浸透） 

 ②（自然調節_2 段＋浸透） 
 ③（ポンプ排水＋浸透） 

ピーク流量算定表 行為前後のピーク流入量及び降雨強度が表示されます。 

比浸透量 浸透施設の種類・寸法から比浸透量を計算します。 

施設諸元（浸透） 浸透施設諸元（浸透施設の種類・数量・空隙貯留諸元）を入力しま
す。 

施設諸元 
（浸透_道路管理者用） 

浸透施設諸元（浸透施設の種類・数量・空隙貯留諸元）を入力しま
す。 

施設諸元（自然調節） 貯留施設諸元（貯留施設形状・放流口位置・形状）を入力します。 
※ ①（自然調節＋浸透） 

シート 
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表 2-1(2) 「雨水浸透阻害行為許可申請様式計算シート」各シートの概要 

シート名 概  要 

施設諸元 
（自然調節_2 段） 

貯留施設諸元（貯留施設形状・放流口位置・形状）を入力します。 
※ ②（自然調節_2 段＋浸透） 

施設諸元（ポンプ） 貯留施設諸元（貯留施設形状・ポンプ能力）を入力します。 
※ ③（ポンプ排水＋浸透） 

調節計算結果 貯留量及び放流量について、許可の基準を満たしていることを証明す
る様式です。 

許可申請書 別記様式第二（特定都市河川浸水被害対策法施行規則第 16 条）に定
められた許可申請書です。 

計画説明書 特定都市河川浸水被害対策法施行規則第 16 条で求められる雨水浸透
阻害行為の計画説明書です。 
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2.3 必要なデータ 

本シートを利用して必要対策量計算・許可申請を行うためには、事前に以下のデータを揃

えておく必要があります。 

 

表 2-2 必要なデータ一覧 

項 目 必要となる時期 内 容 

対象行為面積 事前相談時 土地利用形態毎の行為前及び行為後面積 

浸透施設諸元 

（必要に応じて） 

許可申請時 ＜一般用＞ 

透水性舗装 ：飽和透水係数、設置数量、体積、空隙率 

浸透ます  ：飽和透水係数、設置数量、体積、空隙率 

浸透トレンチ：飽和透水係数、設置数量、体積、空隙率 

 

＜道路管理者用＞ 

透水性舗装 ：比浸透量算定定数、飽和透水係数、設置

数量、体積、空隙率、目詰まり係数、道

路層厚、空気間隙率、水拘束率 

浸透ます  ：比浸透量、飽和透水係数、設置数量、設

計水頭、体積、空隙率 

浸透トレンチ：比浸透量、飽和透水係数、設置数量、設

計水頭、体積、空隙率 

貯留施設諸元 

（必要に応じて） 

許可申請時 貯留施設の形状（H-V）データ 

 

オリフィス：放流口形状、放流口寸法、管底位置 

ポンプ  ：ポンプ能力 
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2.4 データの初期化 

ファイルを開くと、以下の確認メッセージが表示されます。 

新規で雨水浸透阻害行為の許可を申請する場合は、「クリア」を押してください。一方、

前回の作業を途中で保存し、再開する場合には「キャンセル」を押してください。 

※全てのシートの入力値がクリアされるためご注意ください。 
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2.5 事前相談入力シート 

1) 入力欄上段 

シート内容 ： 現況土地利用（ha）【行為前】の入力 

 

 

※参考図 

 

 

説明 

① 土地利用の区画 Noを入力します。 

② 区画 Noに対応した土地利用の欄に、法第 30条の対策の対象とする面積（ha）を入力

します。 

※開発区域面積、農地転用面積の全体面積で集計します。 

 区域内の既存宅地等の排水を区域外へ直接排水し、雨水貯留浸透施設に流入させな

い区域がある場合は、その区域は入力しないでください。 

 

  

① 

② 
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2) 入力欄下段 

シート内容 ： 計画土地利用（ha）【行為後】の入力 

 

 

※参考図 

 

 

説明 

① 土地利用の区画 Noを入力します 

② 区画 Noに対応した土地利用の欄に、法第 30条の対策の対象とする面積（ha）を入力

します。 

※開発区域面積、農地転用面積の全体面積で集計します。 

 区域内の既存宅地等の排水を区域外へ直接排水し、雨水貯留浸透施設に流入させな

い区域がある場合は、その区域は入力しないでください。 

③ 埼玉県雨水条例（1ha以上）において、流出増加行為に該当しない「生産緑地」「森林

法に基づく残置森林」の面積を入力します（「林地、耕地、原野その他ローラーその

他これに類する建設機械を用いていない土地」の内数）。 

④ 行為前後の面積に不整合がある場合は、「NG」が表示されます。 

「OK」であることを確認してください。 

 

① 

② ③ 

④ 
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2.6 事前相談チェックシート 

1) シート左側 

シート内容 

 

 

説明 

① 舗装された法面の流出係数を 1.0として、対象区画内の当該土地利用（道路、鉄道路

線、飛行場）と法面について面積按分し平均流出係数を算出します。 

 

  

① 
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2) シート右側 

シート内容 

 

 

説明 
① 都市計画法に基づく開発行為面積を入力してください。 
② 雨水浸透阻害行為を行うブロック（埼玉県南部・北部）を選んでください。（審査マ

ニュアル参照） 
③ その他法令による指導の対象ではない場合、チェックを入れてください。 
④ 計画している調整池の深さを入力してください 

※放流口(オリフィス)の底部から設計水位までの深さとなります 
 放流口が掘り下げられている場合は、掘り下げられた底部からの水深になります 

⑤ 県・各市町で設定されている対策基準を入力してください。 
⑥ 既存宅地等、対策の対象とならない控除面積を入力してください。 
⑦ 県・各市町で設定されている許容比流量を入力してください。 
⑧ 許容放流量は、許容比流量に集水面積を乗じた数値を入力してください。 
⑨ 湛水区域において対策が必要な場合は、必要対策量を入力してください。 
⑩ 接続先水路との協議結果によるものを入力してください。 
⑪ 上記が入力出来たら「必要対策量の概算」ボタンを押してください。 

② 

④ 

⑤ 

⑩ 

⑥ 

③ 

① 

⑦ 

⑧ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑪ 

開
発
規
模
に
応
じ
て
不
要
な
入
力
欄
に
グ
レ
ー
ハ
ッ
チ
が
か
か
り
ま
す 
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2.7 事前相談書 

シート内容 

 

 

説明 

① 事前相談を実施する日時を入力してください。 

② 雨水浸透阻害行為を実施する事業区域に含まれる地域の名称を入力してください。 

③ 事業区域の面積が表示されます。（事前相談入力シートから自動入力されます） 

④ 予定する雨水浸透阻害行為の計画内容を入力してください。 

⑤ 事業主又は建築主等の住所・氏名を入力してください。 

⑥ 代理人がいる場合は、代理人の住所・氏名・連絡先を入力してください。 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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2.8 ピーク流量算定表 

シート内容 

 

 

説明 

 入力する必要はありません 
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2.9 比浸透量（浸透施設諸元入力のためのツール） 

シート内容 

 

 

説明 

① 算定したい浸透施設の種類を選択してください。 

② 施設の形状・諸元を入力してください。 

③ 計算された比浸透量が自動計算されます。 

「施設諸元(浸透)」シートの比浸透量の項目に、この数値を入力してください。 

 

  

① 

② 

③ 
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2.10 施設諸元（浸透） 

シート内容 

 

 

説明 

① 別シート「比浸透量」を用いて対策施設別の比浸透量を算定し、入力してください。 

② 現地試験や浸透能力マップを参考にするなど、行為区域における飽和透水係数を入力

してください。 

③ 設置数量（ます：個数、トレンチ：延長、透水性舗装：面積）を入力してください。 

④ 各施設の体積・空隙率（単位％）を入力してください。 

① ④ ② ③ 
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2.11 施設諸元（浸透施設_道路管理者用） 

シート内容 

 

 

説明 

① 透水性舗装に関する基本諸元を入力してください。 

② 透水性舗装に関する貯水率、水拘束率等を入力してください。 

③ 浸透マス・トレンチ等の浸透能力に関する諸元(比浸透量、飽和透水係数、設置数

量、設計水頭)を入力してください。 

④ 浸透マス・トレンチ等の空隙貯留諸元を入力してください。 

 

  

① 

② 

③ ④ 
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2.12 施設諸元（自然調節） 

シート内容 

  

 

説明 

① 放流口の形状（円形・矩形）をドロップダウンリストから選択してください 

② 放流口の形状が円形の場合は「直径」を、矩形の場合は「高さ」及び「幅」をメート

ル単位で入力してください。 

③ 池底から放流口管底位置の高さをメートル単位で入力してください 

管底位置は下に示すように調整池の最も深い位置から見込んでください 

④ 調整池の水深（H）ごとの容量（V）を入力してください 

水深は下に示すように調整池の最も深い位置から見込んでください（以下図：設計水深） 

 

 

＜管底位置・水深の設定方法＞ 

 

設計水深

管底位置

水深Ｈ(m)

容量Ｖ(m3)死水容量はカウントしない

① 

② 

③ 

④ 

0.1 

H=1.0 

0.9 
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2.13 施設諸元（自然調節_2段） 

シート内容 

 

 

説明 

① 放流口の形状（円形・矩形）をドロップダウンリストから選択してください 

② 放流口の形状が円形の場合は「直径」を、矩形の場合は「高さ」及び「幅」をメート

ル単位で入力してください。 

③ 池底から放流口管底位置の高さをメートル単位で入力してください 

管底位置は下に示すように調整池の最も深い位置から見込んでください 

④ 調整池の水深（H）ごとの容量（V）を入力してください 

水深は下に示すように調整池の最も深い位置から見込んでください（以下図：設計水深） 

⑤ ２段オリフィスの場合は「下段」の入力同様に入力してください 

 

＜管底位置・水深の設定方法＞ 

 
 

 

 

 

設計水深

管底位置

水深Ｈ(m)

容量Ｖ(m3)死水容量はカウントしない

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
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2.14 施設諸元（ポンプ排水） 

シート内容 

  

 

説明 

① 調整池の水深（H）ごとの容量（V）を入力してください。 

② 水深に応じたポンプ排水能力（m3/s）を入力してください。 

※Hは調整池の LWLから HWLとしてください（調整池諸元と同じ水深） 

 

 

 

 

  

① ② 
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2.15 コントロールシート（浸透施設のみ） 

シート内容 

  

 

説明 

① 「浸透施設あり※施設諸元(浸透)に入力した場合」もしくは「浸透施設あり※施設諸

元(浸透 道路管理者用)に入力した場合」を選択してください。 

② 「浸透施設の計算」ボタンを押すと、施設諸元に入力した浸透施設諸元を用いた浸透

計算を実施します。 

③ 計算後、「OK」の判定が表示されれば、設定した施設諸元が技術基準に適合している

ことになります。 

「NG」が表示される場合は、浸透能力が不足しているため浸透施設を追加する必要が

あります。施設諸元を見直してください。 

 

  

① 

浸透施設の計算 
② 

③ 
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2.16 コントロールシート（貯留＋浸透） 

1) 自然調節 1段オリフィス 

シート内容 

  

 

説明 

① 浸透施設を併用しない場合は「浸透施設なし」を選択してください。浸透施設を併用

する場合は、「浸透施設あり※施設諸元(浸透)に入力した場合」もしくは「浸透施設

あり※施設諸元(浸透 道路管理者用)に入力した場合」を選択してください。 

② 「①浸透施設の計算」ボタンを押すと、設定した浸透施設諸元を用いた浸透計算を実

施します。 

③ 「②浸透施設を見込んだ貯留施設容量の算定」ボタンを押すと浸透施設による調節を

考慮した必要貯留量を算定します。 

④ 浸透を考慮した必要貯留容量を確認し、「施設諸元(自然調節)」のシートで「必要貯

留施設容量」を上回る貯留施設を設定してください。 

⑤ 「施設諸元(自然調節)」で設定した諸元を用いて調節計算を実施します。 

 条件を満足していない場合、浸透施設から見直した場合は再度「①浸透施設の計算」

ボタンからやり直してください。貯留施設もしくは放流口形状のみ見直した場合は

「③自然調節計算(1段オリフィス)」ボタンからやり直してください。 

 

  

① 

② 
②浸透施設を見込んだ 

貯留施設容量の算定 

④ 

①浸透施設の計算 
③自然調節計算 

(1 段オリフィス) 

③ 

⑤ 
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2) 自然調節 2段オリフィス 

シート内容 

 

 

説明 

① 浸透施設を併用しない場合は「浸透施設なし」を選択してください。浸透施設を併用

する場合は、「浸透施設あり※施設諸元(浸透)に入力した場合」もしくは「浸透施設

あり※施設諸元(浸透 道路管理者用)に入力した場合」を選択してください。 

② 「①浸透施設の計算」ボタンを押すと、設定した浸透施設諸元を用いた浸透計算を実

施します。 

③ 「②浸透施設を見込んだ貯留施設容量の算定」ボタンを押すと浸透施設による調節を

考慮した必要貯留量を算定します。 

④ 浸透を考慮した必要貯留容量を確認し、「施設諸元(自然調節_2段)」のシートで「必

要貯留施設容量」を上回る貯留施設を設定してください。 

⑤ 「施設諸元(自然調節_2段)」で設定した諸元を用いて調節計算を実施します。 

 条件を満足していない場合、浸透施設から見直した場合は再度「①浸透施設の計算」

ボタンからやり直してください。貯留施設もしくは放流口形状のみ見直した場合は

「③自然調節計算(2段オリフィス)」ボタンからやり直してください。 

 

  

① 

② 
②浸透施設を見込んだ 

貯留施設容量の算定 

④ 

①浸透施設の計算 
③自然調節計算 

(２段オリフィス) 

③ 

⑤ 
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3) ポンプ排水 

シート内容 

  

 

説明 

① 浸透施設を併用しない場合は「浸透施設なし」を選択してください。浸透施設を併用

する場合は、「浸透施設あり※施設諸元(浸透)に入力した場合」もしくは「浸透施設

あり※施設諸元(浸透 道路管理者用)に入力した場合」を選択してください。 

② 「①浸透施設の計算」ボタンを押すと、設定した浸透施設諸元を用いた浸透計算を実

施します。 

③ 「②浸透施設を見込んだ貯留施設容量の算定」ボタンを押すと浸透施設による調節を

考慮した必要貯留量を算定します。 

④ 浸透を考慮した必要貯留容量を確認し、「施設諸元(ポンプ)」のシートで「必要貯留

施設容量」を上回る貯留施設を設定してください。 

⑤ 「施設諸元(ポンプ)」で設定した諸元を用いて調節計算を実施します。 

 条件を満足していない場合、浸透施設から見直した場合は再度「①浸透施設の計算」

ボタンからやり直してください。貯留施設もしくはポンプ施設のみ見直した場合は

「③自然調節計算(ポンプ)」ボタンからやり直してください。 

 

  

① 

② 
②浸透施設を見込んだ 

貯留施設容量の算定 

④ 

①浸透施設の計算 
③ポンプ排水による 

調節計算 

③ 

⑤ 
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2.17 調節計算結果 

シート内容 

 

 

説明 

① 入力の必要はありません。貯留量及び放流量がともに「ＯＫ」となっていることを確

認してください。なお、浸透施設のみの場合は貯留量に関する表示はありません。 

 

① 


